
明

右
子
細
者
、
賀
州
都
家
庄
預
訓
職
之
背
中
、

安
富
新
右
衛
門
尉
盛
憲
C

雌
v
被
-一預
世
一
一
数
年
御
年
買
諸
正
事
物
等
不
ν

致
=
其
沙
汰
一
問
、
二
リ
明
J

事
次
回
一誠
亡
一一係
、
丘
一先規一由
V
一
町
村
'
知
一
直
務
之
躍
、
盛
憲
掠
-
融
公
配

結
句
稿
v

有
日
一
過
上
一
捧
-
-
目
安
-
申
問
、
員
一
門
跡
一
モ
数
年
不
法
子
細
附(

上
候
施
、

無
-
一
札
決
之
儀
一
去
年
及
=
月
迫
-
掠
一給
御
下
知
一
云
々
。
迷
惑

之
至
也
。
彼
者
無
ν
龍
申
欣
等
・
E
制
去
年
二
問
二
答
仁
見
畢
。
成
品
憲

過
上
之
幕
、
以
=一部
之
算
用
猷
一
企
豹
謀
-
事
、
言
語
道
断
共
節
也
。
所

詮
数
多
之
未
準
一等
之
事
、
彼
一
庄
百
姓
附
一寸
日正

義

仁

E
制
見
撃
。
盛

憲
預
リ
申
以
後
・
御
年
貢
一

向
無
沙
汰
之
上
者
、
以
ν
何
温
上
ト
市
・

哉
。
不
法
悌
怠
之
上
、

鎮
守
八
幡
宮
寺
役
勤
行
断
絶
迷
惑
之
間
・
任一一

輪
回
臼
井
御
判
御
敬
杏
・
御
代
A

支
設
之
回
目
一
申
z
給
御
下
知
一
致
=
直
務
-

420此
等
之
趣
被
-
一
聞
召
披
一
亙
而
厳
重
預
=
御
成
敗
一
者
、
調
可
量
一

天
下
泰
一
や
御
前
路
精
誠
一
者
也
。
前
粗
言
上
如
ν

件
。

明
感
六
年
八
月

四
六
戸

l世i

占

ノ、

年

奉
-一寄進一

能
州
櫛
比
庄
武
ケ
村
田
村
村
之
内
問
地
之
事

在
所
高
嶺
尾
五
之
問
、

年
賀
四
五
石
九
斗
、
升
者

十
周
廿
二
日
。
吉
見
統
範
、
鳳
至
郡
線
持
寺
に
、
櫛
比

症
二
ケ
村
の
地
を
寄
進
す
。

【棺
持
考
文
書
】

鳳
京
都

一O
八
九

合
百
拾
束
苅
者

政
ケ
村
納
升
定

右
件
問
地
者
、
統
範
重
代
相
僻
之
私
領
・
世
知
行
無
=相
違
一地
也
。

然
林
…
一
銭
主
人
興
比例
耐
大
一
獅
一
貫
一位
一
幹
一
永
辛
口
容
進
一
庇
也
。
諸
役

諸
御
工
事
令
-
一
停
止
一
者
也
。
日
一撃
交
午
芳
、
E

J

:

-烹

FE
-
-
足
'
釈
が
一
作
人
可
日
一

沙
汰
一
也
。
話
-
-
子
々
孫

h

ベ一雄
ν

有
】
一
連
飢
蝋
一
不
ν

可
v
界
一
御
承
引
↓
~的
負

後
謹
一
寄
附
赦
如
ν
件。

明
肱
六
年
目
十
月
廿
二
日

士
口
見
係
太
郎

統

範

在
判

諸
岳
山
捻
持
料
、
寺
方
丈

(
悶
村
村
は
櫛
比
庄
岡
村
の
と
と
友
る
べ
け
れ
ど
も
、
同
坪

一
ケ
所
な
る
が
放
に
、
二
ケ
判
と
閃
村
と
連
記
せ
る
も
の
は

之
を
雨
村
と
見
得
べ
か
ら
歩
。
集
や
る
に
岡
村
は
二
ケ
村
の

J司，. 

dw
，内
の
小
名
た
り
じ
な
、る
べ
き
か
。
)

回
疋
計
は
蛍
流
応
同
ィじ
ぎ
な
り
?
是
も
雑
行
£
ゆ
'お
'す

一
、
法
性
法
身
・方
便
法
身
の
事
、
法
身
と
い
ふ
は
無
殊
の

相
友

て
方
使
法
身
と
い
ふ
は
、
肱
身
如
来
の
と
と
也
。
浮
土
の
摘
陀

は
、
皆
方
便
法
身
な
り
と
し
る
べ
し
。

一
、
補
蕗
と
め
ふ
は
、
捕
勤
の
と
と
を
申
也
。
世
鯵
の
跡
を
つ
ぎ
、

出
世
有
ベ
き
ぼ
さ
っ
た
れ
ば
、
補
躍
の
芥
と
云
也
。
今
の
念
俳
の

行
者
も
、
繭
勅
三
A
W
H

の
暁
詮
を
開
ベ
き
や
う
に
、

一
明
の
命
っ
き

て
極
楽
に
牲
生
す
べ
き
背
景
、
鞠
勅
に
ひ
と
し
共
云
怒
り
。
是
に
よ

り
て
無
常
を
税
や
る
に
、
定
以
夢
幻
の
ど
と
し
。
然
ば
け
ふ
ま
で

は
無
篤
怒
れ
ば
と
て、

あ
す
を
も
知
ら
ざ
る
人
間
怒
れ
ば
、
只
水

の
上
の
泡
、
風
の
前
の
灯
に
似
た
り
。
此
放
に
仁
倫
の
身
と
し
て
、

念
て
も
/
¥
脚
ふ
べ
き
は
、
後
生
諮
問
川
の
一
大
事
に
過
た
る
は

な
し
。

た
と
ひ
此
世
は
柴
花
に
ふ
け
る
北
ぺ
財
費
は
身
に
あ
ま
る

北ハ
、
無
常
の
あ
ら
き
風
に
あ
ひ
友
ば
、
身
命
財
の
三
ツ
共
に
、

つ
も
頼
所
は
有
べ
か
ら
歩
。
此
道
理
を
よ
〈
/
¥
分
別
し
て
、
後

生
を
願
ひ
申
ベ
し
。
し
か
る
に
諸
家
の
修
行
は
、
本
よ
り
殊
勝
に

四
六

是
歳
。

本
願
寺
蓮
如
、
能
美
郡
四
議
衆
中
に
消
息
を
輿

ふ
D 

~ 

ー興
四￥著書.

詩 文
衆菖
ヰ1

能
美
郡

蓮史
O 

虫n

一
念
平
生
業
成
と
立
て
、
諸
々

の
雑
行
を
捨
て
、

一
心
に
摘
陀
如
来
後
生
助
給
へ

と
深
〈
服
ん
人
は
、
必
報
土
に
往

生
す
べ
き
事
決
定
な
り
。
是
則
宙
流
の
一
や
生
業
成
の
義
也
。
此
上

に
念
仰
申
は
、
繭
陀
如
来
の
安
〈
御
助

κ預
た
る
御
息
の
念
俳
也

と
心
得
ベ
き
物
友
り
。
是
則
嘗
流
の
真
賓
の
義
也
。
又
は
正
史
の

賞
流
の
心
は
、

一
念
と
い
ふ
も
、
此
心
友
り
と
知
る
べ
し
。

一
・、
銀
聞
に
は
、
蛍
得
牲
生
と
立
て
、
来
迎
を
絹
也
。
同
党
制
維
の

意
友
り
。

一
ぉ
西
山
に
は
、
則
便
牲
生
と
立
て
、
三
心
だ
に
も
決
定
す
れ
ば
、

(
三
股
カ
)

自
徐
の
雑
行
を
ゆ
る
す
。
来
迎
を
本
す
る
也
ω

是
も
制
維
の
意
た

。
h
v
 

一
、
長
楽
寺
に
は
、
報
土
越
地
を
立
て
、
報
土
を
本
と
す
る
な
り
。

明

-L. 
j、

年

『必




